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研究成果の概要（和文）：QPSによる運動野刺激は、正常者の運動および感覚皮質機能を抑圧する。この性質を用い、
感覚皮質の興奮性が高いミオクローヌスてんかんの治療効果を検討した。さまざまな刺激間隔（ISI）で運動野刺激を
行ったが、患者の感覚皮質を抑圧できず、その異常興奮性が示された。また、難治性てんかん患者に対し、正常大脳覚
皮質の抑圧効果が高いISI=50msで刺激を行ったが、QPSの治療効果は認めなかった。上記の結果は、正常者に与えるQPS
の効果が、そのまま患者に当てはまるものではないという警告的結果であった。しかし、ミオクローヌてんかんや難治
性てんかん患者の大脳皮質の特徴を明らかにすることができ、有意義であった。

研究成果の概要（英文）：In normal subjects, QPS over M1 inhibited the somatosensory cortex. We compared th
e effects of quadripulse transracial magnetic stimulation (QPS) on the median nerve somatosensory evoked p
otential (SEP) between patients with benign myoclonus epilepsy (ME) and normal subjects. In ME patients, a
ny QPSs over M1 induced LTP like effects on S1 with no LTD like effects, which may be explained by a lack 
of LTD like mechanisms in ME patients. Additionally, we studied the QPS effects upon the cortical function
 of the intractable epilepsy patients. As the results, QPS did not inhibit the cortical function. We shoul
d take care in applying some plasticity induction method in patients because the frequency dependency may 
be completely different from those of normal subjects in some disorders. Even though, the results indicate
d characteristic cortical function of the patients.
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１．研究開始当初の背景 
経頭蓋磁気刺激(TMS)は非侵襲的な

手法であり、TMSを用いての錐体路機

能評価は、広く一般臨床に用いられて

いる。また、研究分野では、異なる皮

質間の関連や高次脳機能を調べる手段

としても有用である。 

Koppi らが TMS のうつ病に有効であ

る可能性を示唆し（Koppi et al, 1996 

abstract）、George らが反復磁気刺激

（rTMS）を精神・神経疾患における 21

世紀の新しい治療法と位置づけて以来

（George et al, 1996）、その治療応用

研究はさまざまな疾患で検討されてき

た。そして、現在、てんかんのみなら

ず、鬱病、慢性疼痛、片頭痛、痙性歩

行などにおいて、その有効性が示唆さ

れている。 

てんかん患者にあっては、rTMS が

発作を誘発する可能性が否定しきれな

いという観点より、この手法はてんか

ん患者に対し原則禁忌とされてきた。

しかし、rTMS が脳機能の抑制効果を

示し得ることが明らかとなった結果、

てんかんに対する磁気刺激治療がいく

つか試みられ、1Hz以下の低頻度 rTMS

は発作の発生頻度を低下させ、脳波を

改善させたとする報告がなされた。し

かし、従来の rTMS は刺激効果が継続

しないという欠点があった。一方、不

均一連発磁気刺激法（QPS）は、効果

の持続時間が長く、てんかん治療に有

用である可能性が示唆された。この点

を踏まえ、QPSのミオクローヌスてん

かんや難治性てんかんの治療応用研究

を試みることとした。 
 
２．研究の目的 
   QPS のてんかん患者に対する安全性 

を検討すること。ミオクローヌスてん 

かんならびに難治性てんかんに QPS を 

試み、その疾患の性質を明らかにする 

とともに、治療効果を検討する。 
 
３．研究の方法 
  ミオクローヌスてんかん患者において 

は、運動野 QPS 前後の感覚皮質の興奮性 

を体性感覚誘発電位を用いて検討する。 

  難治背てんかん患者においては、週に 

 1 回 QPS 刺激を行い、発作頻度・発作の 

 程度・脳波に与える効果を検討する。 
 
４．研究成果 

  さまざまさ刺激条件によるQPSの運動野 

 刺激が正常者の感覚皮質に与える影響が 

明らかになった。運動野刺激によるQPSは、 

刺激間隔に応じて LTPおよび LTDを誘導し、 

感覚皮質に対してbidirectionalな効果を 

示すことが明らかとなった。一方、ミオク 

ローヌスてんかんでは、このような刺激効 

果はなく、LTP しか誘導されなかった。難 

治性てんかんでは、正常者の大脳機能を抑 

圧する QPS 条件（ISI=50ms）で促通効果が 

認められ、てんかん発作が増悪するという 

結果であった。 

 以上より、QPS の大脳皮質機能に与える 

効果は、正常者とてんかん患者とでは大き 

く異なることが示された。従って、QPS に 

治療効果はないという結論であるが、てん 

かん患者の大脳皮質の機能を明らかにで 

きたという点で有用であったと考えられ 

る。 
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